
〈現状と課題〉
　情報通信技術の発達により、身近な情報端末を用いた
様々な情報が氾濫しています。情報活用能力（メディア・リ
テラシー＊）の向上のための取組を進める必要があります。
〈施策の方向〉
●情報活用能力（メディア・リテラシー）の向上支援
●公的広報等で男女共同参画の視点に立った表現の促進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈現状と課題〉
　本市の市民意識調査で、「男は仕事、女は家事や育児、介護」などの「固定的性別役割分担意識＊」がいまだに根強く残っ
ているため、これまで、家庭や地域への参画が少なかった男性がより幅広い分野に積極的に参画できるよう、男性の理解促
進や環境整備を支援する必要があります。
〈施策の方向〉
●男女共同参画に関する啓発・広報活動の推進　　　●固定的性別役割分担意識に基づく社会制度・慣行の見直し
●男性にとっての男女共同参画

〈現状と課題〉
　国際社会を意識した取組が求められている中、日本は 2016 年版のジェンダー・ギャップ指数＊が過去最低となりました。
国籍や性別にかかわりなく、多様な生き方を認め合う意識を醸成し、国際性豊かな人づくりや外国人が訪れやすい開かれた
地域づくりを進め、市民による身近な国際交流活動を促進する必要があります。
〈施策の方向〉
●国際交流の促進　　　●国際協調・国際理解の推進と平和への貢献

〈現状と課題〉
　男女が社会の対等な構成員として共に参画し、
将来にわたり持続可能で多様性に富んだ活力ある
社会を構築するため、市の政策・方針決定過程へ
の女性の参画拡大を進める必要があります。
〈施策の方向〉
●審議会等への女性の参画促進
●管理監督者への女性の登用促進

＊固定的性別役割分担意識　男性、女性の役割を決めつけることをいう
＊ジェンダー・ギャップ指数　世界経済フォーラムが示した世界各国の男女平等の度合いを指数化したもので、経済、教育、政治、健康の 4分野で分析したものをいう
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主要課題ごとの目標と内容

男女の人権の尊重

互いを理解し尊重します

＊メディア・リテラシー　メディア（媒体）の情報を読み解く能力で、
　メディアの特性や利用方法を理解し、適切に活用することをいう

★重点目標１　男女間のあらゆる暴力の根絶

★重点目標１　社会での制度や慣行についての配慮

★重点目標２　生涯を通じた男女の健康支援

★重点目標３　メディアでの男女の人権の尊重

〈現状と課題〉
　本市の市民意識調査で、女性は２人に１人、男性は５
人に１人が配偶者から何らかの暴力を受けたことがあり、
被害を受けたことについて、女性、男性ともに、多くの
人が「相談しなかった」と答えています。あらゆる暴力
の根絶に向けた意識づくりや関係機関と連携した被害者
支援を行う必要があります。
〈施策の方向〉
●暴力に対する社会的認識の徹底と相談体制の充実
●自立に向けた総合的な支援体制の充実
●関係機関・団体との連携による暴力への対処等

〈現状と課題〉
　生涯を通じて男女の性差に応じた健康づくりを推進する
とともに、健康をおびやかす問題への対策を進め、誰もが
健康で明るく生活できる環境を整備する必要があります。
〈施策の方向〉
●心とからだの健康づくりの支援
●健康をおびやかす問題についての対策の推進
●母子保健の充実

★重点目標２　国際交流と国際協力の促進

★重点目標１　市の政策・方針決定過程への女性の参画拡大

ドメスティック・バイオレンスの実態

不満がある時、子どもにきつくあたられた

避妊に協力してくれなかった

性行為を強要された

ヌード写真やアダルトビデオを
無理に見せられた

げんこつで殴られた

足でけられたり、突き飛ばされたり、髪を
つかんで引きずりまわされたりした

平手で打たれた

大切にしているものを壊された

物にあたられたり、灰皿やコップなどを
投げられたりした

言葉で暴力をほのめかされた

行動で暴力をほのめかされた

何を言っても無視された

あえて生活時間をずらされたり、一緒に行
動することを極端に嫌がられたりした

生活費を少ししか（あるいは全然）
渡されなかった

大声でどなられた

始終、「ばか」「食べさせてやっている」
「甲斐性なし」「出て行け」などと言われた

始終、いやみや皮肉を言われた

相手の体調に配慮せずに家事等をさせられた

何事も一方的に決めて命令された

行動や電話、メール、手紙などを
監視されたり、制限されたりした

実家や友人とつきあうのを制限された
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女性 男性
設問：「配偶者から次のようなことをされたことがありますか」
に対する回答（男女別）

松山市 国愛媛県

審議会などの女性登用率の推移
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主要課題

1

社会制度・慣行の見直し

豊かに暮らせる社会を目指します
主要課題

2

方針決定過程への女性の参画拡大

多様な意見が反映される社会を目指します
主要課題

3

審議会等委員に占める女性の割合（年度別）

資料出所：内閣府、愛媛県、松山市市民参画まちづくり課

資料出所：平成 26年度「男女間におけるパートナーシップに関する調査
～ドメスティック・バイオレンスの実態調査～」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課
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〈現状と課題〉
　地域や職場の代表者に占める女性の割合は低く、地域や
職場での方針決定過程への女性の参画は進んでいない状況
であり、意識改革や人材育成により、地域活動や職場での
方針決定過程への女性の参画を促進する必要があります。

〈施策の方向〉
●女性リーダーの育成
●地域・職場などの方針決定過程への女性の参画の拡大促進
●地域活動への参画促進
●地域で活動する団体等の支援・連携促進

〈現状と課題〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　働く女性や共働き世帯が増加しているにも関わらず、子
育て等は女性が多くを担っている状況であり、子育てや介
護に対する社会的支援により、男女が共に仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）を実現する必要があります。

〈施策の方向〉
●男性中心型労働慣行*の見直し
●男女の均等な雇用の機会と待遇の確保
●職場での男女共同参画の促進
●仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の普及促進
●女性の経営参画の促進

〈現状と課題〉
　多様かつ柔軟な働き方を選択するために、働き方に応じた適正な待遇・労働条件が確保されることは、能力発揮を促進する上で重要です。
多様な生き方を選択できる男女共同参画社会の実現に向けて、個人の能力が発揮できるよう、職業能力の開発支援とともに、多様な就業ニー
ズに応じた支援が必要です。

〈施策の方向〉
●職業能力の開発支援　　　●多様な就業ニーズへの対応

＊セーフティーネット　安全網、安全策をいう
＊男性中心型労働慣行　長時間勤務や転勤が当然とされている男性中心の働き方等を前提とする労働慣行をいう

仕事と生活の調和

地域防災分野での男女共同参画

教育分野での男女共同参画

★重点目標２　地域・職場の方針決定過程への
　　　　　　　  女性の参画拡大

★重点目標１　雇用等の分野での男女の均等な
　　　　　　　  機会と待遇の確保

仕事と生活の調和が図られる社会を目指します

★重点目標２　柔軟な働き方を可能にするための理解促進と条件の整備

〈現状と課題〉
　性別や年齢、障がいの有無にかかわらず、すべての人が社会を支える重要な一員であると積極的にとらえ、誰もが安心して暮らせる環境の
整備やセーフティーネット＊を確立することが必要です。一方で、男女の生活実態、意識、身体機能等の違いに配慮したきめ細かな自立支援
施策を展開する必要もあります。

〈施策の方向〉
●高齢者、障がい者（児）等への支援充実　　　●貧困など生活上の困難に直面する男女への支援　　　●子育てや介護等の支援
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★重点目標３　高齢者等が安心して暮らせる条件の整備

災害時こそ互いを配慮します

〈現状と課題〉
　過去の大規模災害時には家庭的責任が女性に集中したり、様々な意思決定
過程で女性の参画が十分に確保されない等の課題が生じたことから、防災・
減災対策に男女共同の視点を取り入れることの重要性が強く認識される中
で、住民と行政が一体となり、地域防災力の充実強化に取り組んでいます。
〈施策の方向〉
●避難所運営や仮設住宅での男女共同参画
●自主防災組織や防災士などへの支援

〈現状と課題〉
　東日本大震災など過去の災害を教訓に、災害用備蓄の品目に女性や高齢者ニーズを考慮した物資や資機材を導入するなど、さらなる男女
共同参画の視点を取り入れた体制の整備を進めています。
〈施策の方向〉
●防災知識の普及　　　●災害用物資の支援

豊かな人間性を育む教育を目指します

〈現状と課題〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　性別にかかわりなく、人権尊重を基盤にした男女平等観の形成を促す
ために、家庭、学校、地域など社会のあらゆる分野で男女平等を推進す
る教育・学習の充実を図ることが求められているため、次代を担う子ど
もたちが個性と能力を発揮できるよう、子どもの頃から、男女共同参画
の理解を促進し、将来を見通した自己形成ができるよう取組を進めるこ
とが必要です。

〈施策の方向〉　
●学校教育での男女平等の推進
●家庭・地域での男女平等の教育・学習の推進
●子どもにとっての男女共同参画

〈現状と課題〉
　男女が個性と能力を十分に発揮し、社会のあらゆる分野に参画していくためには、生涯学習が極めて重要です。多くの市民に対して広く男女
共同参画についての学習機会の提供を行うよう、これからも引き続き男女共同参画を推進するための取組をより一層進めていく必要があります。

〈施策の方向〉
●生涯学習の推進　　　●女性の能力開発のための機会の充実 

★重点目標２　多様な選択を可能にする教育・学習の充実

★重点目標１　男女平等を推進する教育・学習の充実

★重点目標１　男女共同参画の視点を取り入れた地域防災力の充実強化

★重点目標２　男女共同参画の視点を取り入れた防災・
　　　　　　　  減災体制の確立

男女の平等感の推移（年度別）
設問：「学校教育の場で男性、女性、どちらが優遇されていると
思いますか」に対して「平等になっている」と答えた人の割合
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防災士登録者数推移（年度別・男女別）
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資料出所：松山市地域防災課

設問：「地域のリーダーは、男性の方が向いている」に対する回答

地域のリーダーに関する意識（年代別）

資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課
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設問：「ワーク・ライフ・バランスという言葉をどの程度ご存知ですか」
に対する回答（市民－男女別・年代別）　

「ワーク・ライフ・バランス」の認知度

内容を含めて詳しく知っている だいたい知っている 聞いたことはある 不明知らない
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資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」
（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課

資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課
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〈現状と課題〉
　地域や職場の代表者に占める女性の割合は低く、地域や
職場での方針決定過程への女性の参画は進んでいない状況
であり、意識改革や人材育成により、地域活動や職場での
方針決定過程への女性の参画を促進する必要があります。

〈施策の方向〉
●女性リーダーの育成
●地域・職場などの方針決定過程への女性の参画の拡大促進
●地域活動への参画促進
●地域で活動する団体等の支援・連携促進

〈現状と課題〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　働く女性や共働き世帯が増加しているにも関わらず、子
育て等は女性が多くを担っている状況であり、子育てや介
護に対する社会的支援により、男女が共に仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）を実現する必要があります。

〈施策の方向〉
●男性中心型労働慣行*の見直し
●男女の均等な雇用の機会と待遇の確保
●職場での男女共同参画の促進
●仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の普及促進
●女性の経営参画の促進

〈現状と課題〉
　多様かつ柔軟な働き方を選択するために、働き方に応じた適正な待遇・労働条件が確保されることは、能力発揮を促進する上で重要です。
多様な生き方を選択できる男女共同参画社会の実現に向けて、個人の能力が発揮できるよう、職業能力の開発支援とともに、多様な就業ニー
ズに応じた支援が必要です。

〈施策の方向〉
●職業能力の開発支援　　　●多様な就業ニーズへの対応

＊セーフティーネット　安全網、安全策をいう
＊男性中心型労働慣行　長時間勤務や転勤が当然とされている男性中心の働き方等を前提とする労働慣行をいう

仕事と生活の調和

地域防災分野での男女共同参画

教育分野での男女共同参画

★重点目標２　地域・職場の方針決定過程への
　　　　　　　  女性の参画拡大

★重点目標１　雇用等の分野での男女の均等な
　　　　　　　  機会と待遇の確保

仕事と生活の調和が図られる社会を目指します

★重点目標２　柔軟な働き方を可能にするための理解促進と条件の整備

〈現状と課題〉
　性別や年齢、障がいの有無にかかわらず、すべての人が社会を支える重要な一員であると積極的にとらえ、誰もが安心して暮らせる環境の
整備やセーフティーネット＊を確立することが必要です。一方で、男女の生活実態、意識、身体機能等の違いに配慮したきめ細かな自立支援
施策を展開する必要もあります。

〈施策の方向〉
●高齢者、障がい者（児）等への支援充実　　　●貧困など生活上の困難に直面する男女への支援　　　●子育てや介護等の支援
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★重点目標３　高齢者等が安心して暮らせる条件の整備

災害時こそ互いを配慮します

〈現状と課題〉
　過去の大規模災害時には家庭的責任が女性に集中したり、様々な意思決定
過程で女性の参画が十分に確保されない等の課題が生じたことから、防災・
減災対策に男女共同の視点を取り入れることの重要性が強く認識される中
で、住民と行政が一体となり、地域防災力の充実強化に取り組んでいます。
〈施策の方向〉
●避難所運営や仮設住宅での男女共同参画
●自主防災組織や防災士などへの支援

〈現状と課題〉
　東日本大震災など過去の災害を教訓に、災害用備蓄の品目に女性や高齢者ニーズを考慮した物資や資機材を導入するなど、さらなる男女
共同参画の視点を取り入れた体制の整備を進めています。
〈施策の方向〉
●防災知識の普及　　　●災害用物資の支援

豊かな人間性を育む教育を目指します

〈現状と課題〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　性別にかかわりなく、人権尊重を基盤にした男女平等観の形成を促す
ために、家庭、学校、地域など社会のあらゆる分野で男女平等を推進す
る教育・学習の充実を図ることが求められているため、次代を担う子ど
もたちが個性と能力を発揮できるよう、子どもの頃から、男女共同参画
の理解を促進し、将来を見通した自己形成ができるよう取組を進めるこ
とが必要です。

〈施策の方向〉　
●学校教育での男女平等の推進
●家庭・地域での男女平等の教育・学習の推進
●子どもにとっての男女共同参画

〈現状と課題〉
　男女が個性と能力を十分に発揮し、社会のあらゆる分野に参画していくためには、生涯学習が極めて重要です。多くの市民に対して広く男女
共同参画についての学習機会の提供を行うよう、これからも引き続き男女共同参画を推進するための取組をより一層進めていく必要があります。

〈施策の方向〉
●生涯学習の推進　　　●女性の能力開発のための機会の充実 

★重点目標２　多様な選択を可能にする教育・学習の充実

★重点目標１　男女平等を推進する教育・学習の充実

★重点目標１　男女共同参画の視点を取り入れた地域防災力の充実強化

★重点目標２　男女共同参画の視点を取り入れた防災・
　　　　　　　  減災体制の確立

男女の平等感の推移（年度別）
設問：「学校教育の場で男性、女性、どちらが優遇されていると
思いますか」に対して「平等になっている」と答えた人の割合
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防災士登録者数推移（年度別・男女別）
女性 男性
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237人
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2,686 人

資料出所：松山市地域防災課

設問：「地域のリーダーは、男性の方が向いている」に対する回答

地域のリーダーに関する意識（年代別）

資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 不明反対
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設問：「ワーク・ライフ・バランスという言葉をどの程度ご存知ですか」
に対する回答（市民－男女別・年代別）　

「ワーク・ライフ・バランス」の認知度

内容を含めて詳しく知っている だいたい知っている 聞いたことはある 不明知らない

総計全体
女性全体
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33.6％
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資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」
（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課

資料出所：平成 28年度「男女共同参画に関する市民意識調査」（公財）松山市男女共同参画推進財団、松山市市民参画まちづくり課
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第3次
松山市の各種相談窓口（※年末年始を除く）

相談名・内容　　　  　　　　　　　　　　　　　　　日時　　　　　　　　　　　　　　　 相談窓口・お問い合わせ先

●女性相談

「女性のためのコムズ電話・面談相談室」
DV に関することや、その他、
女性が抱える様々な相談
 
「婦人相談・家庭児童相談（電話・面談）」
DV や婦人の悩みごと、家庭内の人間関係
や養育、しつけや虐待問題などの相談

「母子相談（電話・面談）」
ひとり親の生活、住まい、
子どもの養育等の相談

「男性のためのコムズ電話・面談相談室」
DV に関することや、その他、
男性が抱える様々な相談

「父子相談（電話・面談）」
ひとり親の生活、住まい、子どもの
養育等の相談

〒７９０－０００３
松山市三番町六丁目４番地２０
T E L   ０８９－９４３－５７７６・５７７７
FAX   ０８９－９４３－０４６０
E-Mail  coms@coms.or.jp

火・水・金・土曜日
 １０：００～２０：００
日・祝日
 １０：００～１６：００

月～金曜日
 ８：３０～１７：００

月～金曜日
 ８：３０～１７：００

●子どもに関する相談

●その他

●男性相談

松山市男女共同参画推進センター（コムズ）
TEL ０８９－９４３－５７７０
FAX ０８９－９４３－０４６０

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６４１３
FAX ０８９－９３４－１５３７

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６７４９
FAX ０８９－９３４－１５３７

第２水・第４木曜日
　１８：３０～２０：３０

月～金曜日
　８：３０～１７：００ 

松山市男女共同参画推進センター（コムズ）
TEL ０８９－９４３－５７７７
FAX ０８９－９４３－０４６０

松山市家庭・子育て相談室
TEL ０８９－９４８－６７４９
FAX ０８９－９３４－１５３７

「子育てに関する相談」
子育て・子どもの発育、発達・虐待・不
登校・いじめ・問題行動等、0 歳から 18
歳までの子どもに関するさまざまな相談

（松山市青少年センター内）
月～金曜日　８：３０～２１：００
土・日・祝日　８：３０～１７：００

（松山市保健所・消防合同庁舎２階）
月～土曜日　8：30 ～ 17：00

月～金曜日　8：30 ～ 17：00 

松山市子ども総合相談
〈松山市子ども総合相談センター事務所（築山事務所）〉
TEL ０８９－９４３－３２００
FAX ０８９－９４３－３０７０

松山市子ども総合相談センター事務所
（萱町事務所）
TEL ０８９－９２２－２３９９
FAX ０８９－９２２－２１５０

松山市子ども総合相談センター事務所
（余土事務所）
TEL 089－972－2577
FAX 089－972－2578

発行日　平成 29 年 3 月
発行　松山市市民部市民参画まちづくり課 〒790-8571　愛媛県松山市二番町四丁目７番地２
　　　TEL 089-948-6330　　FAX 089-934-3157 E-mail　danjokyoudou@city.matsuyama.ehime.jp

「市民相談（電話・面談）」
日常生活で困りごとなど、一般的な相談 月～金曜日　８：３０～１７：００

松山市市民相談課
TEL ０８９－９４８－６２１１
FAX ０８９－９３４－１７６８

松山市男女共同参画推進センター（コムズ） 至今治市

一方通行
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堀
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三番町通り

千舟町通り

至松山空港

済美
高等学校 松山

電気ビル

至伊予市
松山市駅

市役所
第4別館

「コムズ」

松山市

概要版

一人ひとりが自分らしく笑顔で暮らせるまち

松山市男女共同参画基本計画


